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実験に供した腸球菌はし、ずれも教室保存株で S.faecalis， S.faecalis var. liquefaciensそれに S.fae. 
cium (A)， (B)の4菌株を用いた.















NaClの濃度が0.5%のものを対照として， 6， 9%の NaCl存在下で培養した時の生菌数の変化を，培
養温度を変えて測定した.
その結果， 350Cの場合，対照、に比べて 6%のものは Lagphaseが3時間まで延長され， 10時間後をとっ
てみると ，S. faecium (B)が最も発育が良く，他の3株は発育はおそくなる傾向を示した(Fig.1). 9% 













Fig. 1. Growth curves of enterococci at 350C. 
ムーー ，S. faecalis 
一口一，S. faecalis var. liquefaciens 
-0ー，S. faecium (A) 








Fig. 2. Growth cu町田 ofenterococci at 150C. 
ムーー， S. faecalis 
一口一， S. faecalis var. liquefaciens 
-0-， S. faecium (A) 
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Fig. 3. Growth cu町田 ofenterococci at QOC. 
ムーー .S. faecalis 
一口一.S. faecalis var. liqu宅faciens
-0ー， S. faecium (A) 







Fig. 4. Survivor curves of enterococci at _2QoC. 
2 4 8 10 
ムーー ， S. faecalis 
一口一， S. faecalis var. liquefaciens 
-0ー ， S. faectum (A) 
-xー， S. faecium (B) 





さらに温度を下げて， OOCにした場合， NaClの濃度を6%にすると S.faecium (B)は10日目までは，
はじめの接種菌量と変らないが，その他の3株は4日目頃から次第に生菌数が減少した(Fig.3)
.
次にアセトンードライアイスで凍結したのち， -20oC に保持すると 2段階にわたって減少した
.対照で
は S.faecalis > S.faecium (A) > S.faecalis var. liquefaciens = S. faecium (B)の順に減少した.
6%ではこの傾向は一層明らかとなり S.faecalis > S.faecium (A) > S.faecalis var. liquefaciens 









とされているが， この S.faeciumの中でも株によっては NaClの濃度を9%にすると死滅してゆく傾向
を示すもの (S.faecium A)があることから，本菌株を選んで 6%NaCl存在下における集落の形態を観
察した.
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Plate 1. Colonies of S. faeclU1η (A) which cultured at 350C (1) ancl 
150C (l) in the presence of 6% NaCI. 
3) NaN3に対する感受性
193 
次にこれらの RoughI診のit絡が NaN3に対して感受性をわするか否かを検討するために， 0 ~0. 1%の
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Fig. 5. [nAllence of NaN3 on enterococci. 
ムーー ， at -20oC， 6% NaCI 
一口一， at OOC， 6% NaCI 
-0-. at 350C‘6% NaCI 






Plate 2. Electron microscopic forms of S. Jaecium (A) which clltl
red 
at 350C in the presence of 6% 1、/aCI，x !OO，OOO 
• 





温度依存性を良く示していた.また菌株間の差をみると， 350Cの場合 S.faecium (B) > S.faecium (A) 




ていることからも全体を通じて， S. faecium (B)が生残性を最も強く示したことはうなづける.しかし
同じ S.faeciumでありながら， A株と B株とではかなり低温における発育および生残性に差があった.一
方，島崎7)は水中における腸球菌の生残性について検討し 200C.50Cにおける井戸水および海水中では
7日目までは S.faecaLisおよびその変種である S.Lzquefaciens， S.zymogenesは，はじめの接種菌量を
保つが， S. faeciumと S.duransは約1.0x101倍位菌数が下ってくると報告しているので，このような
不一致点についてはさらに検討を要する.




従って 2段階にわたって死滅してゆくことが判った.中でも S.faecium (A)および S.faecalisはそ
れが明らかにうかがわれた.そこで，第1段階の速度を k!.第2段階の速度をんとして， klr むを(1)式
により求めた (Table1). 
dN/N， ん，k2=三三L一旦(hr.-1) (1) dt 
(この時の NjNoは接種直後の生菌数 CNo)に対するその後の生菌数 (N)の変化量を，また tは培養時
間を表わす。)
Table 1. Kinetics of extinction of frozen injured enteroc∞Cl. 
!一一土竺1_)._ __1_止 1)
0.5男~ 6% 0.5% 6% 
ー 5.4x10-aS.舟Malis i2.5X103l(4.1X貯 4)! 2.3xlO-4 1.4x昨 4
6.2xlO-4 S. faecalis var. liquefacience 一 i (4:ï~îO-4) 
3.1 xlO-a i 
(4.1xlO-4) I 
S. faecium A 1.5x10-a 1.6xlO-4 
S. faecium B 
( ) ; stored at OOC 
この表から判るように. 凍結した場合 NaCIが0.5%の時についてみると S.faecaLlsの k!=2.5x
lO-a， k2=2.3x10-4でんはねの約10倍.S. faecium (A)はん=1.3x10-a，k2ヰ 0，6%についてみ
ると S.faecaLisはん=5.4x10-a，k2=1.4xlO-4でんはんの約38倍 S.faecium (A)はん=
3.1x10-a，ll2=1.6xlO-4でんはんの約19倍といずれも凍結による死滅は k!に大きく依存しているこ
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とが判った.また， NaClの濃度が0，5%の|時のんに対する 6%の時の k1の比を取ってみると，約 2.4
となる.さらに6%の NaCl:存在 Fにおいて， OOCに保持した時のんに対する凍結したl埼のれの比を
取ると，S. faecalisは14，S. faecalis var. liquefaciensは15，それにふ jaecium(A)は7.5である.
これらの結果から，温度が一定の場合， NaClの濃度を0.5%から 6%にした時の死滅してゆく速度の比
(2.4)よりも NaClの濃度を一定にして，温度をOOCから凍結温度(約一600C)にした時の速度の比 (7.5









温域 (OOC以下〕では NaClによる複類模縮もさることながら， NaClの濃度変化による浸透圧の変化より
もむしろ温度変化によって，氷品の形成に伴なう細胞の破嬢，塩頬濃縮，代謝障害等が原因となり，死I乙至
る過程の方が速度論的解析からより大きな要因であると考えられた.
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SUMMARY 
The influence of sodium chloride On the growth of enterococci (8. faecium A and s， S. faecalis and 8. faecalis var. liquefacience) has been examined. 
The rate of extinction depended on the temperature more than on the sodium chloride concentration and a kinetic mechanism which qualitatively accounted for the observed behavior was discussed under the lower temperature zone (below OOC). 
The reaction consisted from two kinds of velocities (ん andkz) and depended on k1 grately. 
Cold. and frozen.injured 8. faecium (A) in the presence of 6% sodium chloride was influenced by sαlium azide. 
